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吉田谷古墳群
～伊賀市才良字吉田谷～

現地説明会資料

２０１０／０１／３０

三重県埋蔵文化財センター

吉田谷古墳群は、伊賀市 才良 字吉田谷にあります。今から１４００ほど前、古墳時代
よしだたにこふんぐん ざいりょう

後期の遺跡です。所在地は、伊賀市立丸山中学校の北東部にある山の中です。南側に延び

る尾根の上にあり、さらに南には枅川の集落があります。
ひじきがわ

周辺には、戦後間もなく調査され、多数の優秀な副葬品と埴輪で全国的に有名となった
ふくそうひん はにわ

石山古墳（古墳時代前期初頭）のほか、王塚古墳（古墳時代後期）や才良廃寺（奈良時代
いしやまこふん おうつかこふん ざいりょうはいじ

から鎌倉時代）などの重要な遺跡が数多くあります。

吉田谷古墳群の位置と周辺遺跡の状況（国土地理院 1/25,000『伊勢路』より）

吉田谷２・３号墳
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調査の成果

今回の発掘調査は、農免農道の建設事業に伴って実施したものです。発掘調査に入る前
のうめんのうどう

から１号墳があることは分かっていましたが、調査の結果、その上に２・３号墳のあるこ

とがわかりました。

それでは、それぞれの古墳の状況を説明しましょう。

吉田谷古墳群 遺跡平面図
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【１号墳】

＜墳丘＞発掘調査地には、才良地区と枅川

地区とを結ぶ山道が通っています。１号墳

はこの道の南側にあります。

古墳の北側は山道で削られていますが、

その手前に 周溝 の一部が見つかりました。
しゅうこう

そこから復元すると、直径１２ｍほどの楕

円形をした円墳であることがわかりました。
えんぷん

周溝には、須恵器の甕の破片がちらばっ
すえき

ており、つなぎ合わせてみるとひとつの大

きな甕になりました。古墳の上に置かれて

いたものが転落したと考えられます。

＜石室＞ 古墳の中央には横穴式石室があ
よこあなしきせきしつ

りました。羨道部は調査区の外側にのびて
せんどう

いるので、石室の全体規模は分かりません

が、玄室は長さ約３．２ｍ、幅約１．８ｍ
げんしつ

で、左側にのみ玄門を持つ「左片袖式」で
げんもん ひだりかたそでしき

あることがわかりました。石室は、一番下

の石（腰石）を立てて並べ、その上には横
こしいし

に積み上げるようにして部屋をつくってい

ます。玄室の側壁は少し丸みを持っている
そくへき

という特徴があります。

玄室は鎌倉時代（今から８００年ほど前）

の人々が何かに使ったようで、床面には大
ゆかめん

小様々な窪みができていました。

＜遺物＞鎌倉時代に使われたためか、古墳

に葬られた人に関係する遺物はごくわずか

で、完全なものはほどんと無くなっていま

した。それでも馬具の破片、金環２個、ガ
ばぐ きんかん

ラス玉、須恵器片などが見つかっています。

とくに馬具は金銅装（銅芯に金箔を貼った
こんどうそう どうしん きんぱく

もの）で、大変優秀なものです。

＜時期＞見つかった遺物には７世紀初頭頃

のものがあります。石室のかたちから見る

と、もう少し古い頃に作られていた可能性

があります。

＜その他＞調査区外ですが、１号墳の羨道

付近にはこの古墳の石材が散乱しています。

この石をよく見ると、矢穴（楔穴）があり
やあな くさびあな

ます。矢穴は小形のため、江戸時代中期以

降のものと考えられます。おそらく、古墳

の石を他で使うためにここで割っていった

と考えられます。

【２号墳】

＜墳丘＞山道北側の高いところから見つか

１号墳石室

１号墳出土の馬具

１号墳石材の楔穴（羨道に散乱した石材）
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りました。周溝は見つかっていませんが、

直径１０ｍほどの円墳と考えられます。

＜石室＞古墳の中央に両袖式の横穴式石室
りょうそでしき

がありました。石室はほぼ全体が確認でき、

全長約４．２ｍ、玄室長約２．８ｍ、玄室

幅約１．６ｍです。羨道は短く、長さ１．

４ｍしかありません。全体に、１号墳より

も一回り小さい石室です。石室の石積みは

１号墳に似ていますが、１号墳よりも角張

った石を使っています。

＜遺物＞石室が早くに崩落したためか、石

室床面から多くの遺物が見つかりました。

玄室内の右玄門付近と奥壁付近の２ヶ所に

は、須恵器・土師器がまとまって置かれて

いました。また、石室内には木棺が置かれ
もっかん

ていたようで、棺を留める釘が数本出土し
くぎ

ています。棺があったと考えられる位置か

らは、刀子（小形のナイフ）が３点見つか
とうす

りました。

２号墳の遺物は、１号墳に比べると優秀

なものは少ないですが、床面の遺物は当時

置かれたままと考えられ、死者を 弔 う
とむら

「儀礼」の様子が詳しくわかりそうです。
ぎれい

＜時期＞見つかった遺物は７世紀前葉頃の

時期を示しています。１号墳とよく似た時

期ですが、１号墳よりも少し新しい時期と

考えられます。

【３号墳】

＜墳丘＞３号墳は、２号墳の東側周溝にあ

たる場所に作られた石室です。２号墳の墳

丘に寄せるように造られているため、独自

の墳丘は造っていないと考えられます。

＜石室＞奥壁は調査区の外に広がっている

ため、石室の規模は不明です。分かってい

るのは、羨道幅約１ｍ、長さ約１．５ｍで、

玄室は幅約１．１ｍ、長さ８０㎝以上です。

使われている石は小振りで石室の規模も小

さいですが、それでも立派な左片袖式の横

穴式石室です。

＜遺物＞この石室も早くに崩落したためか、

石室床面からは多くの遺物が見つかってい

ます。玄室内の玄門寄りには、２号墳とよ

く似た状態で須恵器・土師器がまとまって

置かれていました。また、玄室内からは全

長約７５㎝の鉄刀が見つかっています。刀

２号墳の遺物出土状況

３号墳の遺物出土状況

２号墳石室
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吉田谷古墳群 １・２号墳の石室




